
副首都構想とデジタルインフラ戦略について
                                                                                                                         

                                                                                                                             2026年4月8日

大阪府市特別顧問 上山信一

１．「副首都の指定」は政府機能のバックアップ強化に加え、国の成長戦略上、極めて重要

２．今後の産業の競争力はＡＩ/データ活用の可否にかかり、都市の優位性はデジタルインフラ

      の充実度で決まる

―大都市におけるデジタルインフラ整備（レイテンシー対策）

―国際海底ケーブルのリダンダンシー

―官民をまたぐデータ連携基盤の整備

３．大阪は、すでに４つの優位を獲得

Ａ 大企業のBCP拠点化

Ｂ 堂島を核とするデータセンターの集積

Ｃ 電力の相対的優位性

Ｄ ORDEN／my door OSAKA（データ連携基盤）の充実

４．大阪はデジタルインフラの官民協議会をベースにＡ～Ｄの４つのメリットを具体化することで

      副首都の役割を担える
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出典：第20回副首都推進本部会議 資料4「次世代型スマートシティOSAKA」 一部加工

ORDEN ／ my door OSAKAはデータ連携基盤型社会のベース

/ my door OSAKA)



ORDEN／my door OSAKA（大阪広域データ連携基盤）とは何か

出典：第20回副首都推進本部（大阪府市）会議資料 「次世代型スマートシティOSAKA（案）の基本方針について」より 3

国のスーパーシティで認定された（116の審査基準をクリア）

４つの
特徴

/ my door OSAKA



国のスーパーシティの閣議決定におけるORDEN／my door OSAKAの位置づけ
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出典：第20回副首都推進本部（大阪府市）会議資料 「次世代型スマートシティOSAKA（案）の基本方針について」より
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ORDEN／my door OSAKAには
大手・ベンチャーの民間企業が多数参画
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大阪が開発したORDEN／my door OSAKAには、45道府県がすでに参画



参考：副首都構想におけるデジタルインフラの重要性
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出典：第20回副首都推進本部会議 資料６「大阪の副首都構想」

大阪には、すでに企業のＢＣＰ拠点の集積がある
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■ デジタルインフラの集積

■ スーパーシティのデータ連携基盤【ORDEN／mydoorOSAKA】の存在

大阪はデジタルインフラ充実のポテンシャルを
まだ十分に生かしきれていない
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「デジタルインフラ」と「副首都構想」の関係

『次世代型スマートシティOSAKA（スマートシティ新戦略）』では、 「平時の成長エンジン」と「首都機能の
バックアップ」を目標とする大阪府市の「副首都構想」と連携し、デジタル分野における「成長」と「バックアップ」
を担う取組を推進する。

出典：第20回副首都推進本部会議 資料4「次世代型スマートシティOSAKA」 一部加工
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